


















11 

一方、ドメインの専門化は、トピック以下の要素に
ついて、DITA の標準的な要素セットを拡張して新たに

定義することである。専門化によって作られる拡張要

素のセットが「ドメイン」であるが、これはすでに 3.5

で説明したドメインと同じである。

専門化は、元になる要素から結果となる要素を派生

させることなので、結果となる要素は元になる要素か

ら性質を「継承」することになる。これはオブジェク

ト指向の手法を適用したものである。

たとえば、ユーザー・インターフェイス・ドメイン

（ui-d）の専門化において、そのドメインに含まれる要

素と派生元との関係を表 4に示す。

専門化は抽象レベルのものであり、その実装は既存

のDTDや XMLSchema の変更や追加の形で行われる。

DTD や XMLSchema において専門化の鍵を握るのは、

class 属性である。たとえば、ui-d ドメインの shortcut

要素の class 属性は固定値で keyword になっている。

DITA の処理系は class 属性を見てその要素の振る舞い

の継承を判断する。執筆時に、class 属性を変更するこ

とは厳禁である。

DITA のカスタマイズは、処理系との整合性が取れて

いなければならない。トピックの中に埋め込まれる情

報が処理上どのような意味を持つかは、処理系の処理

や操作の仕方に依存しているからである。

DTD や XMLSchema をカスタマイズするには、DTD

あるいは XMLSchema についての高度な技術が必要に

なる。DITA では、パラメータエンティティの活用など、

専門化のための手法が決められているので、その規約

にしたがってDTDや XMLSchema に修正を追加する必

要がある。

7. コンテンツ作成の方法論とDITA の意義

DITA を採用することには、単に文書の形式を決める

以上の意味がある。既存文書の内容的な構造を「トピッ

ク」という比較的小さな情報の固まりに、関係性を保

ちながら構成することを意味するからである。つまり

DITA を選択することは、トピック指向というコンテン

ツ作成の方法論を選択することである。

情報をどのように管理して分かりやすく提供する

かについては、これまでさまざまな議論がなされ

てきたが、注目できる一つの流れはミニマリズム

（Minimalism）である。

ミニマリズムは建築・音楽・芸術の分野で 1960

年前後に現れた流れで、「最小限」を特徴とする。

情報の世界においても、1998 年に John M. Carroll

が 編 集 し た Minimalism Beyond the Nurnberg 

Funnel という書籍がMIT Press から出版された。

コンピュータやソフトウェアの操作を覚えるのに、

とても読みきれない情報を提供するよりも、「最小

限」の情報を提供して、実地で作業を体験して覚

えるような方向性が現れたのである。

DITA は、こうした技術情報におけるミニマリズ

ムの流れと親和性がある。意味を成す最小単位に

作られたトピック、トピックの柔軟な組み合わせ

によるコンテンツの開発など、技術情報の再利用

と効率的な構成を DITA は可能にしているからで

ある。

DITA はアーキテクチャーである。DITA は、技

術文書の執筆から制作までの工程を省力化し、将

来登場すると思われる新たな媒体や形式に柔軟に

対応していくのに有効なプラットホームとなりう

る。DITA は特定の会社の固有の形式ではない。標

準仕様としてだれもが自由に使え、コミュニティ

により発展していく仕様である。DITA は技術文書

の分野において、Web サイトにおけるHTML のよ

うな位置づけになる可能性を持っている。こうし

た点を考えると、DITA による技術文書の蓄積は、

検討可能な有効な手法であるといえるだろう。
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